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４．整備方針の設定 

再整備テーマ、整備方針を以下の通り設定した。 

 

①再整備テーマの設定 

 芹ヶ谷公園は、（仮称）町田市立国際工芸美術館の建設により、２つの美術館が芹ヶ谷公園と一体

化することになり、芸術の杜としてふさわしい公園づくりが期待されている。また、町田荘跡地や都

営跡地の活用、公園のもつ防災機能の強化、園内防犯機能の充実が求められている。 

一方、中心市街地が様々に変化を続けている状況の中で、中心市街地と公園の人の流れを重視し、

魅力ある公園づくりと新たな賑わいづくりを行っていくことを目指していく。 

 以上の状況を踏まえ、芹ヶ谷公園の再整備のテーマを以下のように設定する。 

 

～再整備のテーマ～ 

“まちなかで 人と緑が 出会い ふれあう 芸術の杜” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針の設定 

１）町田駅周辺の回遊性、賑わいを創出する場とする 

・中心市街地との回遊性を高め、来街者が休憩したり食事をしたり、自由に楽しめる場にする。 

・中心市街地に接する開放的でおしゃれな空間として整備し、老若男女のデートスポットともいえる

場にする。 

 

２）文化芸術を発信する場とする 

・町田市立国際版画美術館や（仮称）町田市立国際工芸美術館を中心に、文化芸術の薫る場とする。 

・中心市街地から公園までのアクセス路に文化芸術を感じられるようにする。 
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３）人々が集い憩う場とする 

・谷戸地形や湧水など、地域の自然を感じることができる貴重な資源を活用する。 

・市民が安心して気軽に集い、憩える場とする。 

 

４）遊び学べる場にする 

・豊富な水や緑と触れ合い、広い空間で自由に遊ぶことができる場とする。 

・地域の歴史を学び感じる場とする。 

・地域住民が集い憩う中で自然に見守られながら、子ども一人ひとりが健やかに育つ場とする。 

 

５）何度でも訪れたくなる場とする 

・四季折々、行く度に楽しめる花木や草花の配置を行い、１年を通じて想い出を作れる場にする。 

・様々なイベントや美術館でのワークショップ等を開催し、多くの人が興味を持てる場とする。 

・アクセスや案内表示などの周辺環境を整備し、誰もが行きやすい公園とする。 

・大型複合遊具やなどの整備により、子どもたちが楽しめ思い出となる場を提供する。 

 

６）中心市街地の防災力を支える場とする 

・オープンスペースの確保と防災関連設備の充実を図り、中心市街地の防災力を向上させる。 

・防災機能を地域住民や中心市街地への来街者に広く周知する工夫を行い、防災意識の向上につなが

る場とする。 
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２．新たな賑わいの創出 

１．芸術の杜にふさわしい 

空間演出 

３．安全、安心な暮らしを

支える 

公園予定地を含めた 

一体的な活用 

芝生ゾーン 

美術館ゾーン 

アートイベントゾーン 

わき水と花の明るいゾーン 

エントランス 

及び公園敷地外 

中心市街地のまちづくりと一体となってアク

セス性の向上や、新しい楽しみ方を創出する

ことが必要！ 

芸術を体感できる新たな施設整備や、芸術

体験のイベント等の芸術に触れ合う仕掛け

の充実を図ることが必要！ 

四季折々の自然や水辺の生き物などの里山

文化や地域の歴史に触合う場として活かす

ことが必要！ 

中心市街地近接の貴重なオープンスペースと

して、防災機能の充実を図ることが必要！ 

公園内の治安向上に向け、誰もが安心して利

用できる空間づくりが必要！ 

・都営跡地の活用 

・町田荘跡地の活用 

・大規模災害時の避難拠点として防災機能の充実 

・風と光を感じる樹木配置、密度の検討 

・死角の解消や照度の確保による治安性の向上 

・芸術の杜にふさわしい整備や取り組み 

・（仮称）国際工芸美術館との調和 

・地域の歴史を学ぶ施設整備や取り組み 

・四季折々の見どころの創出 

・活かす場所、守る場所のエリア区分 

・子どものやってみたい！を実現する冒険遊び場の運営 

 

 中心市街地との回遊性を高め、来街者が休憩したり食事したり、自由に楽しめる

場にします。 

 中心市街地に近接する開放的でおしゃれな空間として整備し、老若男女のデート

スポットともいえる場にします。 

 

 国際版画美術館や（仮称）国際工芸美術館を中心に、文化芸術の薫る場にします。

 中心市街地から公園までのアクセス路に文化芸術を感じられるようにします。 

 

 谷戸地形や湧水など、地域の自然を感じることができる貴重な資源を活用します。 

 市民が安心して気軽に集い、憩える場とします。 

 

 豊富な水や緑と触れ合い、広い空間で自由に遊ぶことができる場にします。 

 地域の歴史を学び感じる場とします。 

 地域住民が集い憩う中で自然に見守られながら、子ども一人ひとりが健やかに育

つ場にします。 

 

 四季折々、行く度に楽しめる花木や草花の配置を行い、１年を通じて想い出を作

れる場にします。 

 様々なイベントやワークショップ等を開催し、多くの人が興味を持てる場とします。 

 アクセスや案内表示などの周辺環境を整備し、誰もが行きやすい公園とします。 

 

 オープンスペースの確保と防災関連設備の充実を図り、中心市街地の防災力を

向上します。 

 防災機能を地域住民や中心市街地への来街者に広く周知する工夫を行い、防

災意識の向上につながる場とします。 

・中心市街地のまちづくりと一体となる再整備 

・新たな駐車場用地の検討 

・送迎バス、観光バス等の新たなアクセス手法の開拓 

・楽しみながら歩ける工夫 

・食事ができる施設の充実 

まちなかで 人と緑が 出会い ふれあう 芸術の杜 芹ヶ谷公園の再整備テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）町田駅周辺の回遊性、賑わいを創出する場にします 

（２）文化芸術を発信する場にします 

（３）人々が集い憩う場にします 

（４）遊び学べる場にします 

（５）何度でも訪れたくなる場にします 

（６）中心市街地の防災力を支える場にします 

※ゾーン位置、概要は、次章を参照のこと。 


